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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 当社は、最近の業績動向を踏まえ、平成22年5月10日に公表した平成23年3月期（平成22

年4月1日～平成23年3月31日）連結業績予想及び個別業績予想を下記のとおり修正しました

ので、お知らせします。 

記 

1． 業績予想修正の内容 
（1）連結 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想 (A) 

百万円 

1,677,000 
百万円 

80,000 
百万円 

77,500 
百万円 

42,500 
円 銭 

30.39 

今回発表予想 (B) 1,608,000 115,000 110,500 58,500 41.84 

増減額 (B－A) △69,000 35,000 33,000 16,000 ― 

増 減 率  (％ ) △4.1 +43.8 +42.6 +37.6 ― 

(ご 参 考)前 年 実 績 

(平成 22年 3月期) 
1,433,595 57,622 56,367 25,286 18.08 

（2）個別 

 
営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益 

1株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想 (A) 

百万円 

23,500 
百万円 

8,000 
百万円 

8,500 
百万円 

10,500 
円 銭 

7.51 

今回発表予想 (B) 29,000 13,500 14,500 16,000 11.44 

増減額 (B－A) 5,500 5,500 6,000 5,500 ― 

増 減 率  (％ ) +23.4 +68.8 +70.6 +52.4 ― 

(ご 参 考)前 年 実 績 

(平成 22年 3月期) 
17,034 3,204 4,643 6,502 4.65 

 

2．業績予想修正の理由 

連結業績予想につきましては、売上高については、ナフサの外部への転売額が減少した「ケミ

カル」セグメントや、分譲事業の引渡が減少した「住宅」セグメントに加え、連結消去金額の見

直しを行ったことなどにより、グループ全体としては若干の減収となる見通しです。営業利益、

経常利益及び当期純利益については、原燃料価格下落により交易条件の改善が見込まれる「ケミ

カル」セグメントや、好調な需要を背景に製品の販売数量の増加が見込まれる「エレクトロニク

ス」セグメント、戸建事業の収益率が改善している「住宅」セグメントなどの業績が前回予想を

上回ることから、グループ全体としては増益となる見通しです。 

以上により、平成22年5月10日に公表した連結業績予想を修正しました。 

また、個別業績予想につきましては、連結子会社からの配当収入が増加する見込みであること

から、平成22年5月10日に公表した個別業績予想を修正しました。 

 

＊上記の連結業績予想及び個別業績予想には、本資料の発表日現在の将来に関する前提や見通し、計画に基づく

予想が含まれています。当該予想と実際の業績の間には、今後の様々な要因によって大きく差異が発生する可

能性があります。 

以 上 


